
非会員だった私に「プラズマ・

核融合学会の編集委員になってく

れませんか？」とのお話をいただいたのは，１年半前．日

本原子力学会の会員になってからは１０数年．勤務先では同

じ建物の中にプラズマ・核融合学会の学会員でいらっしゃ

る先生や学生方も多い状況です．しかし，自分が本学会と

関わることなど全く考えたことのなかった私にとってはま

さに青天の霹靂の話でした．私が役立つと思っていただけ

たことはうれしいけれど，本当に役立つの？？とまさにハ

テナだらけ．とはいえ，折角お声がけくださったのだから

といろいろお話を伺い，学会誌を読み，迷いながらも最終

的にお引き受けした次第です．

でも，お引き受けして１年半弱．私なりに学会誌を読み，

できるだけ学会員のみなさまの研究について理解する努力

はしているものの，編集会議に参加できない回が続き（家

庭的にも私が会議参加時に名古屋駅で購入する“ひつまぶ

し巻き”が大好きな息子と娘から，「ママ，名古屋に行かな

いの？」と訊かれているので編集委員会参加は応援されて

いる状況なのですが……），未だに同じグループの先生方

や事務局の北澤さんからフォローいただいて，やっと最低

限の任務を果たしているのが実情で，なんだか申し訳なく

思います．

ただそうした私だからこそ？いえいえ，きっとなんらか

で学会事務局と関わった方ならだれもがご存知だと思うの

ですが，プラ核学会の事務局は他の学会では考えられない

業務をこなしていらっしゃることにいつも驚かされます．

他の学会なら人数を倍にしてもおいつかない量と質を，

まったくそんなすごいことをしているという感じなく，逆

に「能力がなくてごめんなさい～」みたいな謙虚な態度で

こなしていらっしゃる．これは本当に本当にすごいこと

で，私は単に自分が迷惑をかけているという話だけではな

く，頭が下がりっぱなしです．

残る任期，私のようないわゆる社会学系の人間が本学会

誌の一編集委員となった意味をより多く残せるよう，また

形になるよう，精進したいと思います．どうぞよろしくお

願いいたします． （大場恭子）
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